
第57号／2014年12月

広
が
る
・
繋
が
る
・
将
棋
の
輪

六
歳
で
将
棋
を
覚
え
、
女
流
棋
士
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
一

九
九
六
年

四
月

、
土
佐

高
校
一

年
の

時
で
し

た
。
在

学
中
は

月
に

一

回
ほ
ど
対

局
の

度
に
東

京
に
通

い
、

二
十
歳

の
頃
に

上
京
。

以
来

、

対
局
を
中

心
に

普
及
な

ど
様
々

な
活

動
を
し

て
い
ま

す
。
現

在
は

公

益
社
団
法

人
日

本
女
子

プ
ロ
将

棋
協

会
（
Ｌ

Ｐ
Ｓ
Ａ

）
に
所

属
し

、

今
年
二
月
よ
り
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度

「
筆

山
」
へ

の
執
筆

依
頼

を
い
た

だ
き
、

喜
ん
で

お
引

き

受
け
さ
せ

て
い

た
だ
き

ま
し
た

。
日

頃
の
活

動
を
ご

紹
介
さ

せ
て

い

た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

対
局
は

月
に

一
～
三

回
ほ
ど

。
仲

間
で
集

ま
っ
て

練
習
将

棋
を

す

る
研
究
会

や
、

子
供
に

教
え
る

教
室

や
大
会

・
イ
ベ

ン
ト
で

の
審

判

や
指
導
対
局
、
企
業
将
棋
部
で
の
お
稽
古
な
ど
、
日
々
い
ろ
い
ろ
。

定
期
的

な
お

仕
事
の

一
つ
に

、
「

Ｌ
Ｐ
Ｓ

Ａ
将
棋

サ
ロ
ン

ｉ

ｎ

Ｄ
ｉ
Ｓ

」
が

あ
り
ま

す
。
囲

碁
サ

ロ
ン
の

一
室
を

お
借
り

し
て

、

女
流
棋
士

が
交

代
で
お

客
様
と

指
導

対
局
を

指
し
ま

す
。
こ

の
サ

ロ

ン
に
、
土

佐
校

四
十
回

生
の
先

輩

が

い
ら
し

て
く
れ

ま
し
た

！
今

年

六
月
の
関

東
支

部
同
窓

会
（
四

の
回

担
当
）

で
チ
ラ

シ
を
も

ら
っ

た

か
ら
、
と
の
こ
と
。
大
変
感
激
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、

個
人

的
に
も

様
々
な

イ
ベ

ン
ト
を

企
画
し

て
お
り

、
三

月

に
開
催
し

た
囲

碁
・
将

棋
・
麻

雀
の

女
流
プ

ロ
に
よ

る
ト
ー

ク
イ

ベ

ン
ト
『
勝

負
師

の
彼
女

じ
ゃ
…

イ
ヤ

で
す
か

？
』
に

も
三
十

七
回

生

の
先
輩
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

他
に
も

、
音

楽
好
き

が
高
じ

て
『

将
棋
が

指
せ
る

Ｄ
Ｊ
イ

ベ
ン

ト

ｎ
ａ
ｇ
ｏ

ｍ
ｉ

』
を
二

〇
一
二

年
よ

り
主
催

し
て
お

り
ま
す

。
「

音

楽
好
き
な
若
者
に
、
気
軽
に
将
棋
に
触
れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
」

を
コ
ン
セ

プ
ト

に
、
自

分
ら
し

い
普

及
を
し

た
い
と

い
う
想

い
で

立

ち
上
げ
ま

し
た

。
今
年

八
月
に

は
念

願
の
高

知
開
催

も
実
現

し
、

土

佐
校
の
同

級
生

や
先
輩

が
た
く

さ
ん

遊
び
に

来
て
く

だ
さ
り

、
幸

せ

な
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も

将
棋

を
通
じ

て
皆
様

と
交

流
を
深

め
て
い

け
れ
ば

と
思

い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
四
回

島
井
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緒
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東京・銀座にある瀟洒なビル…。日本を代表する建築家、伊東豊雄氏がデザインしたものだと
いう。１階には宝石店「ミキモト」が入り、その脇のエレベータで８階へと向かう。扉が開くと広々とし
たオープンキッチンが広がり、早くも鼻孔をくすぐる香りが漂ってくる。店内のエレベータでさらに上階
のフロアへ。そこは、まばゆいばかりのスワロフスキーの装飾に、宇宙船のような巨大ワインセラー
がそびえる会場…。え、ここでハチキン会やるが？え、これで５０００円なが？え、テーマはワインな
が？えええ？？？
そんな驚きとともに幕を開けた今年のはちきん会。今回で１７回を迎えました。これまでで最も多い、

土佐のハチキンとその仲間たち１０４人が大集結しました。

第１７回 はちきん会

２０１４年１０月４日
銀座「ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ ＤＡＺＺＬＥ」にて

■テーマは「ワイン」、講師は「シニアソムリエ」濵田さん！
現在シニアソムリエとして活躍する濱田知佐さん（５６回

生）を講師に迎え、ワインをテーマに講演していただきまし
た。濱田さんは、田崎真也ワインサロンで取締役支配人
を務めた経歴をもち、その手腕を買われ現在は、高知県
のアンテナショップレストラン「おきゃく」のマネージャーも務
める才女。土佐弁まじりの快活なジョークが響き、会場は

終始和やかな
ムードに包まれ
ました。

香りを嗅ぐとき
は「効き鼻」で！
など、まずはワイ
ンの基礎をみっちりお勉強。その後は、待ちに待った“実
習”タイム。お料理をいただきながら、赤・白それぞれ２
種類のワインを飲み比べては、あーでもない、こーでもな
い…。１０代から８０代までの老若男女が、世代を超え
てワイン談義に花を咲かせた、あっという間の２時間半
となりました。



( 3 )

■はちきん会、私はこう思った！

■ナイトは、森郁夫さん

ハチキン会を金銭面で支えてくださっている「ナイト」。今
年は、「富士重工業株式会社」前社長である森郁夫
さん（４１回生）が引き受けてくださいました。はちきん一
同、心からの感謝を込めて花束の贈呈です。

初めての参加にも関わらず、土佐ＯＧの先輩方は温か
く迎えてくださいました。女性としてのキャリアや結婚・出
産など、人生を楽しみながら生き生き過ごす先輩たち
がたくさんいます。若さ故の失態も少しぐらいなら大目に
見てくれるパワフルさと聡明な美しさを兼ね備えた方々

ばかりです。会わなきゃ損です。 ８５回 中平彩夏

ワイン講習でワインの特徴を学んだことで、お料理を「より
おいしく」楽しむことができました。はちきん会は、先輩方
の豊富な経験談を伺い刺激となる場所であると同時
に、明るく暖かいアットホームな雰囲気も魅力だと思い

ます。素敵な会をありがとうございました。７６回 金澤卓子

ハチキンのロールモデルである濱田先輩の貴重なワイ
ン講座を拝聴しながら、一同美味しい料理に舌鼓を打
ち、銀座のトレンディーなレストランが土佐弁トークとハチ

キンの熱気に包まれるのを感じました。７６回 宮村円絵

濱田さんのナビゲートで、ワインの世界を楽しめました。
ワインというと敷居が高いイメージですが、すごくわかり
やすい構成で、もっと勉強したくなりました。素敵な空
間で素敵な時間を、本当にありがとうございました。

６４回 小島真知

■会長交代…「はちきん会」は新時代へ
これまではちきん会の開催に尽力された佐々木泰子会

長（３３回生）が、今回をもって会長を退任されました。佐々
木さんの朗らかな人柄と、柔らかな笑顔に魅了されたナイト
の皆さんも多かったのではないでしょうか。佐々木さんは、
はちきん女子の憧れでもありました。これまで本当にお疲れ
さまでした。新会長には、今回講師を務めた濱田知佐さん
が就任されました。新会長・濵田さんから、旧会長・佐々
木さんへ、感謝を込めて花束贈呈です。会長交代により、新たな時代を迎えたはちきん会。更な

るパワーアップにご期待下さい。皆さん、来
年も是非お気軽にお越し下さいね。

今回初めてハチキン会に参加しまし
た。まず多くの男性もいらしたことに
驚き、土佐高の女子達の在校時
にも増して、潔く頼もしい姿に納得の
ひと時でした。ワインテイスティングも
ぜひまた。 ４６回 諸岡恵子



私
の
担
当
す
る
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）
か

ら
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
の
世
相
を
見
て
み

る
と
、
学
生
運
動
が
下
火
と
な
っ
て
い
く
時
代

で
あ
り
、
七
一
年
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
円
は

変
動
相
場
制
に
移
行
（
一
ド
ル
三
六
〇
円
時
代

が
終
わ
る
）
、
七
三
年
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

り
経
済
成
長
に
か
げ
り
が
見
え
始
め
る
時
期
で

あ
る
。
そ
の
様
な
時
代
背
景
の
な
か
、
土
佐
校

は
新
校
舎
建
設
に
着
手
し
、
こ
の
時
期
は
建
設

中
の
校
舎
を
使
用
し
な
が
ら
の
学
生
生
活
で
あ
っ

た
。
本
稿
で
言
う
新
校
舎
は
現
在
で
は
さ
ら
に

建
て
替
え
ら
れ
、
今
で
は
旧
校
舎
と
呼
ば
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

時
代
背
景
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、

こ
の
時
期
の
主
な
ニ
ュ
ー
ス
と
土
佐
校
新
校
舎

建
設
の
過
程
を
並
べ
た
も
の
を
表
に
示
す
。

（
表
１
参
照
）

曽
我
部
校
長
が
新
校
舎
の
建
設
計
画

を
言
明
し
た
の
は
六
四
年
の
こ
と
で
あ

り
、
創
立
五
十
周
年
の
七
〇
年
竣
工
を

目
指
し
て
い
た
。
当
初
は
現
校
舎
の
敷

地
の
狭
さ
、
周
辺
の
交
通
量
の
多
さ
、

大
気
環
境
の
悪
さ
な
ど
の
理
由
か
ら
移

転
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
用
地
取
得

の
目
処
が
立
た
な
い
ま
ま
、
七
〇
年
を

迎
え
た
。
七
〇
年
以
前
の
向
陽
新
聞
に

は
、
新
校
舎
建
設
計
画
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
状
況
を
や
や
諦
め
気
味
に
伝
え

る
記
事
が
、
度
々
登
場
し
た
。
そ
の
状

況
が
大
き
く
変
化
し
た
の
が
、
七
〇
年

三
月
十
四
日
の
八
三
号
「
六
月
中
に
着

工
か
？
」
と
い
う
、
現
敷
地
建
設
の
方

針
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事

で
あ
る
。

以
降
、
在
校
生
の
新
校
舎
に
関
す
る
関
心
は

高
ま
り
、
校
舎
完
成
ま
で
の
期
間
、
毎
号
新
校

舎
や
施
設
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
八
三
号
で
も
、
早
速
在
校
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
四
五
％
程
が
な
お
移
転
を
望

ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
（
中
学
低
学

年
に
は
実
現
が
早
い
現
敷
地
建
設
、
高
校
高
学

年
に
は
移
転
希
望
が
多
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
）

ま
た
、
生
徒
会
も
学
校
側
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
、
新
設
す
る
設
備
、
改
善
を
求
め
る
設
備
な

ど
、
生
徒
の
希
望
を
提
出
し
て
い
る
。
新
設
希

望
で
は
個
人
用
ロ
ッ
カ
ー
、
冷
暖
房
設
備
、
改

善
希
望
で
は
食
堂
、
体
育
館
、
便
所
が
上
位
に

あ
が
っ
た
。

運
動
部
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
広
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
広
い
体
育
館
を
求
め
る
希
望
が
多
く
、

八
四
号
の
コ
ラ
ム
「
土
佐
校
七
不
思
議
」
に
面

白
い
結
果
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
理
想
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
で

あ
る
（
記
事
中
の
地
図
を
参
照
）
。

ま
た
、
八
四
号
で
は
設
計
に
生
徒
会
の
要
望

が
あ
ま
り
取
り
入
れ
ら
れ
て
な
い
こ
と
を
報
じ

る
な
ど
、
新
聞
部
は
紙
面
を
通
じ
て
生
徒
の
要

望
を
叶
え
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

工
事
は
七
〇
年
八
月
七
日
に
着
工
し
た
（
八

六
号
）
。
第
一
期
工
事
は
中
央
棟
（
五
階
建
）

と
高
校
棟
（
四
階
建
）
で
、
七
一
年
四
月
竣
工
。

第
二
期
工
事
は
中
学
棟
（
四
階
建
）
で
、
七
二

年
三
月
竣
工
。
第
三
期
工
事
は
体
育
館
、
食
堂

で
、
七
三
年
三
月
竣
工
。
最
後
に
プ
ー
ル
が
第

四
期
工
事
と
し
て
、
七
五
年
七
月
に
竣
工
し
た
。

都
合
五
年
間
を
掛
け
て
建
設
し
た
こ
と
に
な
る
。

工
期
が
細
か
く
区
切
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、

曽
我
部
校
長
は
、
旧
校
舎
を
使
用
し
な
が
ら
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、
資
金
調

達
の
目
処
が
立
っ
た
部
分
か
ら
順
番
に
進
め
た

こ
と
を
、
説
明
し
て
い
る
。

第
一
期
工
事
は
旧
校
舎
を
使
い
な

が
ら
、
グ
ラ
ン
ド
部
分
で
工
事
を
行
っ

た
。
そ
の
た
め
、
校
舎
の
一
部
が
工

事
に
架
か
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
や
り
繰

り
が
必
要
で
あ
っ
た
（
八
六
号
）
。

・
「
声
」
欄
へ
の
中
学
三
年
生
の
投

稿
に
よ
れ
ば
、
工
事
に
よ
り
中
三
の

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
ク
ラ
ス
は
元
理
科

共
通
教
室
、
元
柔
道
場
、
元
技
術
室

に
移
動
、
そ
こ
で
の
授
業
環
境
の
悪

さ
が
訴
え
ら
れ
た
。
こ
の
記
事
掲
載

後
、
特
に
環
境
が
悪
い
Ａ
ク
ラ
ス
は

再
度
教
室
を
移
動
し
た
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
不
能
に
よ
り

運
動
部
の
活
動
が
大
幅
制
限
さ
れ
る
。

・
自
転
車
置
場
不
足
と
置
場
周
辺
の

混
雑
。

・
運
動
会
は
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
以
前

に
比
べ
縮
小
し
て
実
施
。

ま
た
、
七
一
年
三
月
一
三
日
の
八

八
号
は
、
七
一
年
度
の
中
一
の
募
集

定
員
を
三
百
人
に
戻
す
こ
と
が
決
定

( 4 )

向陽新聞に見る土佐中高の歩み ⑩
―新校舎建設中の世代－

４８回 水田 幹久

昭和45年
～47年

（1970～1972）

年 主な出来事 土佐校新校舎建設

１９６９年

（昭和４４年）

東大安田講堂占拠

日本のＧＮＰ西側世界で第２位に

１９７０年

（昭和４５年）

日航「よど号」事件

大阪万国博覧会／日米安保自動継続

三島由紀夫自殺事件

現在校舎の場所に建設する方針決定

８月７日起工式

１９７１年

（昭和４６年）

ニクソンショック

～ドル・円変動相場制移行

成田空港反対闘争

４月３０日中央棟、

高校棟（第１期工事）完成

５月８日校舎使用開始

１９７２年

（昭和４７年）

日中国交正常化／沖縄返還

浅間山荘事件

グアムで元日本兵横井さん救出

３月２８日中学棟（第２期工事）完成

４月校舎使用開始

１９７３年

（昭和４８年）

第４次中東戦争契機に

第１次オイルショック

３月３１日体育館、食堂（第３期工事）

完成（昭和５０年７月２５ｍプール完成）

（表１）土佐校新校舎建設時期の主な出来事
（注）新校舎とは、１９７１年～２００９年の間、使用した校舎のこと。

現在、旧校舎と呼ばれる校舎を指します。

↑実線が当時の土佐校敷地。点線で囲まれたエリアが
運動部希望の面積。面積合計７万５千㎡となり、電車
通りから潮江中学校に達する。

新
校
舎
建
設
開
始
の
経
過
と

そ
の
当
時
の
生
徒
意
識

工
事
期
間
中
の
苦
労



さ
れ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

新
校
舎
建
設
に
伴
う
教
室
不
足
の
た

め
、
七
〇
年
度
の
募
集
定
員
を
二
四

〇
人
に
減
ら
し
て
い
た
が
、
一
期
工

事
完
成
に
よ
る
教
室
不
足
解
消
の
目

処
が
立
っ
た
た
め
、
元
の
三
百
人
に

戻
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
見

て
も
ギ
リ
ギ
リ
の
や
り
繰
り
で
教
室

を
確
保
し
な
が
ら
、
現
校
舎
の
敷
地

に
新
校
舎
を
建
設
し
た
様
子
が
伺
わ

れ
る
。

そ
れ
ま
で
新
校
舎
建
設
に
対
し
て
、

様
々
な
注
文
を
付
け
て
き
た
向
陽
新

聞
も
、
第
一
期
工
事
が
完
成
し
た
時

に
は
、
七
一
年
五
月
二
十
五
日
の
八

九
号
で
「
新
校
舎
そ
の
威
容
を
表
す
」

「
明
る
く
な
っ
た
教
室
」
と
完
成
の

喜
び
を
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
四
月

三
十
日
の
完
成
の
後
、
五
月
六
、
七

日
に
全
校
生
徒
に
よ
る
引
越
し
作
業

が
行
わ
れ
、
八
日
か
ら
新
校
舎
で
授

業
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
九
〇
号
で
は
自
転
車
置

場
の
不
足
解
消
を
求
め
る
記
事
、
九

一
号
で
は
新
校
舎
を
旧
校
舎
感
覚
で

掃
除
す
る
の
で
は
な
く
綺
麗
に
保
つ

よ
う
生
徒
に
呼
び
か
け
る
記
事
が
続

き
、
九
二
号
で
第
二
期
工
事
で
あ
る

中
学
棟
の
竣
工
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
本
稿
の
対
象
期
間
の
記
事

か
ら
、
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
本
校
の
食
堂
が
か
か
え
る
問

題
点
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
食
堂
の
従

業
員
が
怪
我
に
よ
り
休
む
こ
と
に
な

り
、
一
時
食
堂
が
休
業
し
た
こ
と
に

端
を
発
し
て
、
食
堂
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
新
聞
部
が
問
題
提
起
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。
木
造
校
舎
時
代
の

食
堂
を
ご
存
知
な
い
世
代
の
方
は
イ

メ
ー
ジ
が
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

当
時
の
食
堂
は
、
メ
ニ
ュ
ー
は
う
ど

ん
、
そ
ば
、
日
本
そ
ば
の
三
品
だ
け

で
、
昼
休
み
時
間
に
約
八
百
食
を
提

供
し
て
い
た
。
一
人
で
二
杯
食
べ
る

者
が
大
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、
一
日

四
百
人
強
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。
弁

当
持
参
で
な
い
生
徒
に
と
っ
て
、
昼

食
は
食
堂
利
用
か
売
店
の
パ
ン
購
入

の
二
つ
の
選
択
肢
し
か
な
か
っ
た
。

怪
我
で
休
ん
だ
従
業
員
の
代
わ
り

は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
（
待
遇
の

悪
さ
が
主
な
理
由
）
、
再
開
後
も
四

分
の
一
程
度
の
量
し
か
提
供
で
き
な

い
状
況
が
続
い
た
（
八
七
号
）
。
食

堂
の
機
能
を
安
定
的
に
維
持
で
き
る

よ
う
対
策
を
望
む
意
見
に
対
し
て
、

校
長
は
「
昼
食
は
弁

当
持
参
が
本
来
の
姿

で
、
食
堂
は
弁
当
持

参
で
き
な
い
人
の
た

め
に
補
完
的
に
有
る

施
設
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。
こ
の
認
識

に
対
し
て
、
新
聞
部

は
紙
面
を
通
し
て
、

食
堂
は
学
校
に
は
不

可
欠
な
機
能
な
の
で

充
実
、
安
定
さ
せ
る

こ
と
を
要
望
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、

共
働
き
世
帯
の
増
加

に
よ
り
、
母
親
が
弁

当
を
作
る
こ
と
が
当

た
り
前
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
時
代
の
変
化
。
生
徒
も
通
学

時
の
荷
物
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
八
九
号
で
は

う
ど
ん
類
の
値
上
げ
を
伴
う
も
の
の
、

労
働
条
件
改
善
の
動
き
が
あ
る
こ
と

が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
建

設
後
の
新
校
舎
で
は
食
堂
機
能
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

八
五
号
の
一
面
ト
ッ
プ
は
「
五
〇

年
目
の
堕
落
」
と
の
見
出
し
で
、
生

徒
の
モ
ラ
ル
低
下
に
注
意
を
促
す
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。
飲
酒
等
に
よ
る

処
分
者
が
多
く
出
た
こ
と
か
ら
、
校

内
の
モ
ラ
ル
を
見
直
し
た
も
の
で
あ

る
。
図
書
館
の
蔵
書
紛
失
、
掃
除
の

さ
ぼ
り
・
不
徹
底
、
食
堂
・
売
店
で

の
割
り
込
み
・
頼
み
込
み
な
ど
の
現

象
が
見
ら
れ
、
処
分
者
が
で
た
事
案

と
比
べ
れ
ば
軽
微
で
あ
る
が
、
モ
ラ

ル
の
低
下
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
が
創
立
五
〇
周
年
で
あ
っ

た
た
め
、
冒
頭
の
や
や
刺
激
的
な
見

出
し
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
に

は
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
り
、
先
生

方
に
よ
る
分
科
会
結
成
に
発
展
し
た
。

先
生
方
が
四
つ
の
分
科
会
の
い
ず
れ

か
に
所
属
し
、
①
教
育
方
針
・
教
育

内
容
に
つ
い
て
②
生
徒
を
ど
う
把
握

す
る
か
③
諸
規
則
の
再
検
討
④
教
師

の
研
修
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
毎
に
土

佐
校
教
育
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
（
八
六
号
）
。

新
校
舎
建
設
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

偏
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ご
容
赦
願

い
た
い
。
新
校
舎
建
設
の
陰
に
隠
れ

た
重
要
な
こ
と
を
書
き
漏
ら
し
て
い

な
い
か
ど
う
か
心
配
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
ま
で
に
し
て
お
き
た
い
。

改
め
て
こ
の
時
期
の
向
陽
新
聞
記

事
を
読
み
返
す
と
、
ま
だ
学
生
運
動

か
ら
受
け
た
影
響
が
残
っ
て
い
る
の

か
、
新
校
舎
建
設
に
関
す
る
要
望
、

食
堂
の
改
善
要
求
、
先
生
方
の
分
科

会
に
期
待
す
る
要
求
、
本
稿
で
触
れ

て
い
な
い
が
授
業
料
値
上
げ
へ
の
反

対
、
文
化
部
の
活
動
を
制
限
す
る
動

き
へ
の
反
発
な
ど
、
学
校
＝
校
長
先

生
に
対
す
る
要
求
が
目
立
つ
（
し
か

も
厳
し
い
口
調
）
。
時
代
は
安
田
講

堂
占
拠
か
ら
浅
間
山
荘
事
件
に
か
け

て
の
期
間
で
あ
る
の
で
、
学
生
運
動

の
凋
落
を
感
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る

が
、
そ
の
影
響
か
ら
完
全
に
は
逃
れ

ら
れ
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

資
金
調
達
に
苦
労
し
な
が
ら
新
校
舎

を
建
設
し
た
曽
我
部
校
長
の
視
点
か

ら
見
れ
ば
、
新
聞
部
は
な
ん
と
も
小

う
る
さ
い
生
徒
達
に
見
え
て
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
向
陽
新
聞
に
見
る
土
佐
中
高

の
歩
み
の
連
載
は
、
今
回
で
一
旦
終

了
と
な
り
ま
す
。
向
陽
新
聞
は
本
稿

の
期
間
以
降
も
発
行
が
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
後
、
続
編
を
書

い
て
く
だ
さ
る
方
の
連
載
再
開
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

( 5 )

「
五
十
年
目
の
堕
落
」
現
象

↑
現
在
の
敷
地
に
建
設
が
決
定
し
た
こ
と
を

伝
え
る
記
事
。
こ
こ
に
至
る
経
緯
か
ら
か
、

す
ん
な
り
着
工
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？
と
の
思

い
が
行
間
に
感
じ
ら
れ
る
。

食
堂
問
題
に
つ
い
て

↑
長
年
の
希
望
が
叶
い
新
校
舎
第
１
期
工
事
完
成
。
引

越
し
風
景
に
も
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
。

終
わ
り
に
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母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部

関
東
支
部
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
は
母
校
に
対
し
格
別
の
ご
厚
情
と
ご
支
援
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
創
立
百
周
年
に
向
け
て

土
佐
校
の
創
立
記
念
日
は
一
九
二
〇
年
（
大
正

九
年
）
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
か
ら
六
年
後
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
二
〇
二
〇
年
（
平
成
三
二
年
）
に
創
立
百
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
動
き
が
既
に
始

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
「
百
周
年

に
向
け
て
土
佐
中
高
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
検
討
し

て
い
た
だ
く
「
第
二
次
百
年
委
員
会
」
が
理
事
長

の
諮
問
機
関
と
し
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
本
委
員

会
は
、
高
知
工
科
大
の
岡
村
甫
理
事
長
（
三
二
回

生
）
を
委
員
長
と
し
て
同
窓
生
十
三
名
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
答
申
が
今
年
度
を
目
処

に
出
さ
れ
る
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
本
答
申

を
受
け
、
学
校
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
施

策
や
記
念

事
業
の
検

討
を
進
め

て
ま
い
り

た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
今
後
同
窓

生
の
皆
様
に
は
色
々
な
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は
ど
う
か
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
ご
案
内
の
中
に
、
「
百
年
史
制
作
の
た
め
の
資

料
ご
提
供
の
お
願
い
」
を
同
封
し
ま
し
た
が
、
早

速
、
何
人
か
の
方
か
ら
貴
重
な
資
料
や
物
品
を
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

尚
、
今
年
は
創
立
九
四
周
年
と
な
り
ま
す
が
、

十
一
月
十
八
日
の
創
立
記
念
日
に
は
恒
例
に
よ
り

代
表
教
員
・
生
徒
に
よ
る
川
崎
・
宇
田
ご
両
家
へ

の
墓
参
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
第
六
七
回
運
動
会
な
ど
学
校
行
事
に
つ
い
て

秋
分
の
日
（
九
月
二
三
日
）
。
高
三
生
（
九
十

回
生
）
が
創
意
を
凝
ら
し
制
作
し
た
櫓
が
立
ち
並

び
、
今
や
初
秋
の
風
物
詩
と
な
っ
た
運
動
会
が
、

爽
や
か
な
秋
空
の
下
で
三
千
名
を
優
に
超
え
る
来

場
者
を
迎
え
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
い
歴

史
の
中
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展

開
さ
れ
る
各
種
競
技
・
演
目
の
数
々
と
そ
れ
に
直

向
き
に
取
り
組
む
生
徒
達
の
姿
は
、
多
く
の
観
衆

の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、

協
力
一
致
で
や
り
遂
げ
た

全
土
佐
中
高
生
の
心
に
、

な
か
ん
ず
く
最
終
学
年
生

の
胸
深
く
に
、
忘
れ
が
た

い
思
い
出
と
し
て
刻
み
込

ま
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
を
境
に
、
高
三
生

は
い
よ
い
よ
大
学
受
験
に

向
け
最
終
段
階
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。
既
卒
生
を
含

め
受
験
生
全
員
の
志
望
が

叶
う
こ
と
を
ひ
た
す
ら
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
試
験
は
明
年
一
月

十
七
日
（
土
）
・
十
八
日

（
日

）
と
な

り
ま
す
。

尚

、
こ
れ

か
ら

の
主
な

学
校
行
事
は
、

十
一

月
が
高

一
生

の
修
学

旅
行

、
年
が

明
け

た
一
月

が
高

校
卒
業

式
、

二
月
は

向
陽

祭
、
中

二
生
の
ス
キ
ー

研
修

（
新
潟

・
越
後
湯
沢
）
、

そ
し
て
、
三
月
の
中
学
卒
業
式
と
続
き
ま
す
。

○
高
一
生
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

高
一
生
の
修
学
旅
行
（
東
京
・
京
都
）
は
、
十

一
月
十
七
日
か
ら
二
一
日
の
予
定
（
東
京
の
日
程

は
前
半
三
泊
）
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
、
東
京

二
日
目
に
予
定
し
て
い
る
コ
ー
ス
別
研
修
に
期
待

を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
訪
問
先
の
同
窓
生
の

皆
様
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
こ
の
「
筆
山
」
を
ご

覧
に
な
る
時
点
で
は
既
に
訪
問
が
終
わ
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
色
々
お
世
話
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
）

因
み
に
、
生
徒
へ
の
事
前
希
望
調
査
で
は
十
コ
ー

ス
中
の
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
は
以
下
の
通
り
で
し
た
。

一
位
、
理
化
学
研
究
所
（
埼
玉
県
和
光
市
）
・
東

京
警
察
病
院
（
中
野
区
）
。
二
位
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構
・
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
茨
城

県
つ
く
ば
市
）
。
三
位
、
千
葉
工
大
未
来
ロ
ボ
ッ

ト
研
究
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
習
志
野
市
）
・
放
射

線
医
学
総
合
研
究
所
（
千
葉
市
稲
毛
区
）
。

向
寒
の
み
ぎ
り
、
関
東
支
部
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
母

校
だ
よ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
良
い
お
年

を
お
迎
え
下
さ
い
。

（
平
成
二
六
年
十
月
末

記
）

母 校 便 り 学校長 山本 芳夫 （４０回生）
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関東支部便り ～イベント情報～
詳しくは、関東支部ＨＰをご覧ください。http://www.tosako-kanto.org/

お誘いあわせの上、ご参加いただきますようによろしくお願いいたします。

１．学生・若手社会人交流会
日程：平成２６年１２月２０日（土）
時間：受付 １４時から

講演 １４時３０分～１６時
交流会 １６～１８時

場所：東京大学駒場キャンパス
生協食堂２階（ダイニング銀杏）

講演内容
安田雅彦氏（５２回生）
『２０２０ 外国人にも誇りたい

高知の魅力』
みんなぁで再勉強～基礎知識篇

参加資格に制限はありません。

服装はカジュアルで結構です。

同窓の学生に何か伝えたいという気持ちのある

卒業生は誰でも「若手社会人」です。参加申し

込みは、関東支部ＨＰのＱＲコードから。

２．２０１５年関東支部総会
日程：平成２７年６月６日（土）
時間：１５時から
場所：東海大学校友会館

（霞が関ビル３５階）
平成２７年の懇親会幹事年は、卒業回生末尾５

の回生の方たちです。

３．筆山会新年会
日程：平成２７年１月１０日（土）
時間：受付 １１時３０分から

新年会 １２～１４時
場所：代々木倶楽部 １Ｆ

アザリア
渋谷区代々木３－５９－９

４．２０１５年学年幹事会
日程：平成２７年２月２１日（土）
時間：１６時から
場所：東海大学校友会館

（霞が関ビル３５階）

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

３５Ｔ 荒川 修一 ２０１３．１１．２

３９Ｓ 杉村 茂 ２０１３．１２．１０

３９Ｏ 竹邑 類 ２０１３．１２．１１

３６Ｋ 掛水 清志 ２０１４．１．１１

３４Ｓ 渡辺 靖夫 ２０１４．１．３０

１７ 玉木 幸彦 ２０１４．１．３１

３３Ｈ 千島 卓 ２０１４．２．１７

３１Ｈ 髙松 康彦 ２０１４．３．６

３６Ｔ 田村 裕 ２０１４．３．１６

３４Ｔ 酒井 正洋 ２０１４．３．３１

３１Ｏ 須藤 悟 ２０１４．３．３１

３５Ｓ 森 誠 ２０１４．７．１６

２５ 秋田 浩 ２０１４．７．１６

４７Ｋ 山本 宗一 ２０１４．８．１０

４７Ｔ 森 裕司 ２０１４．９．１７

筆山編集委員 募集中

『筆山』の編集委員になりませんか。年二回（７月・

１２月）発行のため、主な活動時期は５～６月と１０～

１１月です。

先輩・後輩の活躍を間近に感じながら、紙面を作って

いきましょう。興味のある方は、編集長・中平までご連

絡ください。記事にしてほしい出来事もお知らせくださ

い。（右写真：筆山編集委員）

編集長・中平公美子（５９回生）

kumikochun0411@gmail.com
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１．ミャンマーで法律を作っています

７０回生の小松岳志です。海外にいる卒業

生からの近況報告ということで、第１回の担

当を仰せつかりました。

私は２０１１年末まで東京にいて法律事務

所で働きながら、土佐高同窓会の関東支部や

若手の会の活動をやっておりました。その後

２０１２年１月からシンガポールに所属法律

事務所のオフィスを立ち上げるために赴任し、

ほぼ丸３年になります。お陰さまで、家族と

もども元気に楽しく暮らしています。

仕事の面でも、当初弁護士３人とスタッフ

３人だったシンガポールオフィスも、弁護士

３０名とスタッフ６名に増え、ミャンマーの

ヤンゴンにもオフィスを作り、弁護士３人と

スタッフ２名が所属しています。

日々アジア各地を飛び回り、日本企業や現

地の企業の代理人として交渉やアドバイスを

していますが、特に面白いのが、ミャンマー

での法律作りです。

ミャンマーについては、日本のＴＶなどで

もかなり紹介されているようなのでご存知の

方も多いと思いますが、第二次世界大戦後社

会主義政権になってから２０１１年ごろまで

は長い間鎖国に近い状態で外国との交流をほ

とんどしてこなかった東南アジアの国です。

シンガポールにオフィスを開いた２０１２

年からちょうど開放政策が始まり、現代に合

わせた法律作りが進んでいます。日本の法務

省からミャンマーの法制度を調査するプロジェ

クトの委託をいただいたことをきっかけに、

日本の財務省のワーキンググループ委員とし

て、ミャンマーに初めての証券取引所を作る

ために証券取引法制の整備のお手伝いをして

います。

また、ミャンマーでは１００年前の会社法

を改正しようという動きもあり、そちらにつ

いてもお手伝いしています。

左の写真は、証券取引法整備支援のために

ミャンマーを訪れた際に会議の場で現地の正

装（ロンジーという袴で、現地では皆いまだ

にこれを着ています）にて撮った写真です。

私が日本の法務省で会社法の改正を担当し

ていたときの経験も活かすことができ、また、

明治維新後の日本のような、一つの国のまさ

に国造りに関与できる仕事は大変やりがいが

あります。

２．アジアでＭ＆Ａをやっています

この頃日本企業は特に東南アジアで活発にＭ

＆Ａを行っています。日本の市場が縮小し、ま

た、世界の中でも伸びが期待できる国が東南ア

ジア周辺に集中しているからです。

私のメインの仕事は、東南アジアからインド

にかけての国々で日本企業がＭ＆Ａや合弁の形

で事業を拡大することのお手伝いをすることで

す。

特に、シンガポールからは、日本企業の投資

が活発なインドネシア、タイ、マレーシア、ミャ

ンマーなどの周りの国には、いずれも飛行機で

１時間から３時間かければ行くことができるの

で、日本の国内出張の感覚でそれぞれの国に行っ

て現地でクライアントのために交渉しています。

アジアの各地の現地の交渉相手は、個性が強

くて、すぐ感情的にもなるところがあり、あま

りＭ＆Ａに慣れていないこともあるので誤解か

ら変なところでこだわりを見せるなど難しい部

分が多々あります。

他方で、相手方の弁護士でも信頼に足る相手

だと見れば腹を割って話してくれるところもあ

り、決断も早いという特徴もあります。ですの

で、特に、交渉相手とも信頼関係をうまく作っ

て、懐に入り込むという技術を実戦の中で高め

ていく面白さがあります。

交渉相手といっても、日本企業のクライアン

トにとっては、ビジネスパートナーでもあるの

で、交渉相手との間でこのような立ち回りがで

きて、かつ、交渉でも有利な条件の獲得に成功

すれば、とても喜んでもらえます。

海外からの報告

小松岳志（こまつ たけし）
７０回生。森・濱田松本法律事務所シンガポー

ルオフィス共同代表パートナー弁護士。

２０１２年よりシンガポール在住。
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上
京
し
て
五
年
。
地
下
鉄
の
乗
り
換
え
も
、
人

ご
み
の
か
き
分
け
方
も
、
何
と
な
く
板
に
付
い
て

き
ま
し
た
。
自
分
で
も
、
端
か
ら
見
た
ら
、
昔
自

分
が
嫌
い
だ
っ
た
「
冷
た
い
都
会
人
」
に
見
え
る

ん
だ
ろ
う
な
と
寂
し
く
感
じ
ま
す
。
今
回
、
筆
山

寄
稿
の
お
話
を
頂
き
、
改
め
て
高
校
卒
業
以
来
の

自
分
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

現
在
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
五
年
生
に
在
籍
し

て
お
り
ま
す
。
上
京
当
時
の
私
に
は
夢
が
あ
り
ま

し
た
。
社
会
問
題
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
テ
レ
ビ
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
り
た
い
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。
絶
対
夢
を
叶
え
る
！
と
い

う
頑
な
な
決
意
と
共
に
上
京
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

た
だ
、
大
学
生
活
は
想
像
以
上
に
刺
激
が
多
か
っ

た
（
笑
）
。
大
学
そ
っ
ち
の
け
で
友
達
と
遊
ん
だ

り
、
球
場
の
ビ
ー
ル
売
り
子

の
ア
ル
バ
イ
ト
に
注
力
し
た

り
。
幼
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い

た
、
一
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留

学
や
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
と
に
か

く
や
り
た
い
こ
と
に
は
全
部

手
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
中
で
、
年
齢
層
も
国
籍
も

飛
び
越
え
て
沢
山
の
方
々
に

出
会
い
、
い
つ
の
間
に
か
、

自
分
の
将
来
に
対
す
る
考
え

方
や
、
生
活
の
価
値
観
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
物
事
を
「
伝
え
る
」

立
場
で
は
な
く
、
自
分
で
物

事
を
動
か
し
何
か
変
化
を
起
こ
せ
る
よ
う
な
、
具

体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
上
京
し
て
故
郷
を
離

れ
、
留
学
し
て
日
本
を
離
れ
、

初
め
て
外
か
ら
の
視
点
を
持

つ
こ
と
で
、
も
っ
と
高
知
や

日
本
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
も
な

り
ま
し
た
。
結
局
、
昨
春
の

就
職
活
動
を
経
て
、
次
の
四

月
か
ら
商
社
で
働
く
こ
と
に

決
め
ま
し
た
。
大
学
入
学
当

初
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た

道
で
す
が
、
自
分
の
大
き
な

変
化
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、

新
た
な
夢
を
追
い
か
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
一

年
ほ
ど
前
か
ら
、
銀
座
に
あ

る
土
佐
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
お
き
ゃ
く
」
で
ホ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
高
知
出
身
で

現
在
東
京
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
多
く
お

会
い
し
ま
す
が
、
皆
様
と
て
も
オ
ー
プ
ン
で
き
さ

く
に
話
し
か
け
て
下
さ
い
ま
す
。
お
客
様
ど
う
し

で
仲
良
く
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
う
い
っ
た

光
景
を
日
常
的
に
見
て
い
る
と
、
高
知
県
人
っ
て
、

何
に
で
も
誰
に
で
も
オ
ー
プ
ン
で
、
新
し
い
世
界

に
飛
び
出
そ
う
と
す
る
勢
い
が
凄
い
な
、
と
改
め

て
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
「
高
知
県
人
魂
」
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
私
も
東
京
で
大
き
な
変
化
を
経
験

で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
見
た
目
は
、
冒
頭

の
「
冷
た
い
都
会
人
」
に
な
っ
て
も
、
内
側
は
い

つ
ま
で
も
ア
ツ
イ
高
知
県
人
魂
を
持
っ
て
い
た
い

も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
下
さ
っ
た
「
筆
山
」
編
集
部
の
方
々
、

そ
し
て
私
の
こ
れ
ま
で
の
成
長
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ

た
全
て
の
方
々
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙
（
十
九
）

井
澤
尚
子
（
84
回
）

３．日本と高知のよさを
アジアに発信していこう

シンガポールに住みながらアジア各国を訪

れてみて特に感じるのは、日本は本当によい

国だということです。自然の美しさ、食べ物

のおいしさ、安全や信頼という価値観が共有

されていることなど本当に素晴らしいと思い

ます。アジアの方々も日本が大好きな人がた

くさんいます。

ただ、まだまだ紹介できる日本のよいとこ

ろはたくさんあります。たとえば、われらが

高知県は、やはりまだアジアには知られてい

ません。私はたまたま高知県観光特使に任命

していただいていることもあり、チャンスが

あればアジアの方々にも特使名刺を渡したり、

高知県の観光スポットの英語パンフレットを

渡したりしています。ただ残念ながら交通の

便がよくないことと海外に知られている観光

スポットがないこと、そして、高知の売りで

ある坂本龍馬はじめとした歴史上の人物はア

ジアの方々にはアピールしないことからまだ

十分によさを知ってもらうことができていま

せん。

もっとも、いろいろとやり方はあると思い

ます。例えば、おそらく東南アジアには日本

よりきれいな川がある国はないと思います。

であれば、「日本最後の清流」四万十川は、

「アジア最後の清流」です。今後はそのよう

にしてアジアも視野に入れた売込みを最初か

らやっていくような時代になっていると思い

ます。

私もまだアジアの友人を高知に連れていく

ところまではできていませんが、先日、イン

ドネシアとシンガポールの友人を鎌倉に連れ

ていきました。写真はそのときのランチのと

きのものです。皆、鎌倉の古きよき神社仏閣

を中心とした緑と海に囲まれた街並みと食事

の美味しさに感動していました。このような

活動を地道に続けて、日本と高知のよさをア

ジアに伝えていきたいと思っています。（完）
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二
〇
一
四
年
六
月
二
六
・
二
七
・
二
八

日
に
横
浜
（
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）
に
お
い

て
、
第
一
一
〇
回
日
本
精
神
神
経
学
会
学

術
総
会
を
会
長
と
し
て
担
当
し
ま
し
た
。

本
学
会
は
第
一
回
総
会
が
１
９
０
２
年

（
明
治
三
五
年
）
に
開
か
れ
て
お
り
、
精

神
科
領
域
で
は
最
も
歴
史
が
あ
り
、
規
模

の
大
き
い
学
会
で
す
。

本
総
会
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
世
界
を

変
え
る
精
神
医
学
〈
地
域
連
携
か
ら
は

じ
ま
る
国
際
化
〉
」
と
し
ま
し
た
。
精

神
医
学
と
い
う
科
学
は
普
遍
性
を
求
め

ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
精
神
医
学
研
究

は
国
際
的
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
一
方
、
現
場
の
精
神
医
療

は
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
第
一
歩
が
地
域
連
携
で
す
。

そ
ん
な
中
、
北
里
大
学
精
神
科
で
も
力

を
入
れ
て
い
る
課
題
が
地
域
連
携

で
す
の
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に
決
め

ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
厚
生
労
働
事
務

次
官
の
村
木
厚
子
さ
ん
が
「
女
性
医

師
の
働
き
や
す
い
職
場
」
と
題
し
て
、

現
状
の
問
題
を
鋭
く
指
摘
し
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
自
分
が
大
き
な
学
会
を
担
当
す

る
時
は
誰
か
学
生
時
代
の
仲
間
を
招

き
た
い
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
時
期
に
土
佐
中
、
土
佐
高

と
六
年
間
同
じ
校
舎
で
過
ご
し
た
村

木
さ
ん
を
招
き
、
自
分
が
座
長
を
担

当
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と

は
望
外
の
喜
び
で
し
た
。
こ
の
こ
と

を
ご
報
告
し
た
く
、
今
回
は
「
筆
山
」

へ
の
掲
載
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
う
い
う
大
き
な
学
会
で
会
長
の

個
性
を
出
す
と
い
う
の
も
難
し
い
の
で
す

が
、
今
回
は
「
ど
こ
か
ら
薬
物
療
法
を
実

施
す
べ
き
か
」
、
「
大
人
に
な
っ
て
か
ら

見
い
だ
さ
れ
る
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
」
、
「
精
神
療
法
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
副
作
用
」
な
ど
の
会
長
企
画
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
利
益
相
反
に
関
す
る
講
演
な
ど
で

多
少
は
会
長
色
を
出
せ
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
本
学
会
史
上

最
も
多
い
八
千
四
百
名
余
り
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
る
有
名
高
校
は
同
窓
生
の
精
神
科
医

の
会
が
あ
る
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
土
佐

校
出
身
の
精
神
科
医
が
今
後
も
っ
と
連
携

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
一
一
〇
回

日
本
精
神
神
経
学
会
学
術
総
会

～
村
木
厚
子
さ
ん
を
招
い
て

四
九
回

宮
岡
等
（
北
里
大
学
医
学
部
精
神
科
主
任
教
授
）

左
か
ら
坂
本
宏
さ
ん
（
国
立
病
院
機
構
北
陸
病
院

院
長
・
精
神
科
医
）
、
村
木
厚
子
さ
ん
、
宮
岡
等

（
三
人
と
も
土
佐
高
四
九
回
生
）

中
城
正
堯
氏
（
三
十
回
）
の
講
演

「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
」

七
月
八
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で

千
葉
市
美
術
館
で
「
浮
世
絵
に
描
か

れ
た
子
ど
も
た
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
浮
世
絵
特
別
展
示
が
催
さ
れ
、
会

期
中
の
七
月
十
九
日
（
土
）
に
国
際

浮
世
絵
学
会
理
事
・
中
城
正
堯
氏

（
三
十
回
）
の
講
演
が
同
所
で
行
わ

れ
た
。
講
演
当
日
は
約
百
名
の
聴
講

者
が
あ
り
土
佐
高
Ｏ
Ｂ
も
十
名
程
度

出
席
し
た
。

同
美
術
館
に
は
こ
の
期
間
に
、
中

城
氏
が
蒐
集
し
た
公
文
教
育
研
究
会

所
蔵
の
二
千
点
以
上
の
浮
世
絵
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
約
三
百
点
が
特
別
展

示
さ
れ
た
。
氏
は
そ
れ
ら
か
ら
更
に

重
要
な
浮
世
絵
を
抽
出
し
て
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た

「
江
戸
時
代
の
子
ど
も
た
ち
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。
博
覧
強
記
の
中
城

氏
は
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
子
ど
も

た
ち
を
語
る
の
に
、
江
戸
時
代
の
文

献
（
守
貞
漫
稿
、
嬉
遊
笑
覧
、
江
戸

名
所
図
会
等
）
か
ら
必
要
な
個
所
を

引
用
し
て
解
説
し
て
い
た
。
講
演
要

旨
の
ご
く
一
部
を
抜
粋
す
る
と
次
の

通
り
。

浮
世
絵
の
テ
ー
マ
は
風
景
画
、
美

人
画
、
役
者
絵
、
等
色
々
あ
る
が
、

子
供
も
浮
世
絵
の
重
要
な
テ
ー
マ
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
に
来
日

し
た
外
国
人
は
日
本
人
が
子
供
を
大

切
に
す
る
の
を
見
て
驚
い
て
い
る

（
モ
ー
ス
等
）
。
西
洋
に
は
こ
れ
ほ

ど
子
供
に
親
切
を
尽
く
す
習
慣
は
な

い
。
世
情
が
安
定
し
家
が
重
視
さ
れ

た
江
戸
時
代
は
特
に
子
供
が
大
切
に

扱
わ
れ
た
。
鈴
木
春
信
、
鳥
居
清
長
、

喜
多
川
歌
麿
、
歌
川
広
重
、
歌
川
国

芳
等
の
一
流
浮
世
絵
師
に
よ
っ
て
、

日
常
生
活
、
遊
び
、
教
育
（
寺
子
屋
）
、

季
節
の
行
事
等
々
子
供
の
あ
ら
ゆ
る

態
様
が
描
か
れ
た
。
特
に
広
重
は
暖

か
い
視
線
か
ら
子
供
を
生
き
生
き
と

描
い
て
い
る
。
寺
子
屋
に
お
け
る
濃

厚
な
師
弟
関
係
が
あ
り
、
ま
た
地
域

あ
げ
て
の
子
育
て
が
行
わ
れ
、
色
ん

な
玩
具
が
与
え
ら
れ
、
い
ろ
ん
な
遊

び
に
興
じ
て
、
江
戸
時
代
は
子
供
た

ち
に
と
っ
て
楽
し
い
時
代
だ
っ
た
。

地
域
あ
げ
て
の
子
育
て
と
い
う
も
の

が
少
な
く
な
り
、
ぎ
す
ぎ
す
し
た
家

族
関
係
も
多
い
現
代
だ
か
ら
こ
そ
江

戸
時
代
の
愛
情
細
や
か
な
家
族
像
に

思
い
を
は
せ
る
意
味
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

（
四
一
回

西
岡
恒
憲
）
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歌
川
広
重
晩
年
の
浮
世
絵
版
画
集

「
名
所
江
戸
百
景
」
中
に
「
大
は
し

あ
た
け
の
夕
立
」
と
い
う
絵
が
あ
る
。

画
集
中
で
も
屈
指
の
傑
作
の
一
つ
で

あ
る
。
新
大
橋
の
橋
上
で
夕
立
に
遭

遇
し
、
思
い
思
い
の
格
好
で
俄
雨
か

ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
人
々
、
江
戸
の

夕
立
の
風
情
を
、
詩
情
豊
か
な
筆
致

で
描
い
て
い
る
。
こ
の
絵
は
、
オ
ラ

ン
ダ
の
印
象
派
画
家
ゴ
ッ
ホ
が
油
絵

具
で
模
写
を
残
し
て
い
る
。
ゴ
ッ
ホ

は
歌
麿
や
広
重
の
浮
世
絵
版
画
に
非

常
に
強
い
影
響
を
受
け
、
日
本
に
強

い
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
。

新
大
橋
と
い
う
橋
は
隅
田
川
で
三

番
目
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
五
代
将
軍
綱
吉
の
お

声
が
か
り
で
着
工
し
工
期
数
か
月
で

元
禄
六
年
冬
に
完
成
し
た
。
日
本
橋

地
区
の
浜
町
か
ら
深
川
方
面
へ
大
川

（
隅
田
川
）
を
渡
し
て
架
け
ら
れ
た

橋
で
あ
る
。
一
つ
上
流
の
両
国
橋
の

旧
名
が
大
橋
だ
っ
た
の
で
「
新
大
橋
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
絵
は
日
本

橋
側
か
ら
の
俯
瞰
図
で
、
新
大
橋
を

隔
て
て
、
隅
田
川
の
上
流
の
対
岸
を

望
ん
で
い
る
。
俄
雨
で
く
す
ん
だ
よ

う
に
見
え
る
対
岸
に
幕
府
の
御
船
蔵

（
お
ふ
な
ぐ
ら
）
が
あ
り
、

こ
こ
に

は
か
つ
て
将
軍
の
豪
華
な
御
座
船
・

安
宅
丸
（
あ
た
け
ま
る
）
が
係
留
さ

れ
て
い
た
。
故
に
こ
の
付
近
は
安
宅

（
あ
た
け
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

新
大
橋
東
詰
か
ら
下
流
に
一
町
ほ

ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
深
川
の
掘
割

「
小
名
木
川
」
が
大
川
に
合
流
す
る

落
ち
口
が
あ
り
、
そ
の
近
く
の
小
名

木
川
北
岸
に
深
川
芭
蕉
庵
が
あ
っ
た
。

架
橋
工
事
中
、
庵
に
在
住
し
て
い
た

芭
蕉
は
橋
が
完
成
す
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
、
工
事
半
ば
に
「
初
雪

や
か
け
か
か
り
た
る
橋
の
上
」
と
詠

み
、
竣
工
の
際
に
は
「
有
難
や
頂
い

て
踏
む
橋
の
霜
」
と
は
し
ゃ
い
で
い

る
。
そ
れ
ま
で
芭
蕉
は
、
江
戸
に
出

入
り
す
る
こ
と
数
回
、
「
野
ざ
ら
し

紀
行
」
「
鹿
島
紀
行
」
「
更
科
紀
行
」

「
奥
の
細
道
」
な
ど
の
旅
と
、
そ
の

あ
と
の
上
方
滞
在
か
ら
二
年
ぶ
り
に

江
戸
に
帰
り
、
深
川
の
草
庵
を
再
興

し
て
も
ら
っ
て
（
第
三
次
芭
蕉
庵
）
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
た
頃
で
あ
る
。
芭

蕉

庵

は

第

一

次

か

ら

第

三

次

ま

で

（
芭
蕉
三
七
歳
か
ら
五
一
歳
ま
で
）

小
名
木
川
北
岸
の
ほ
と
ん
ど
同
じ
場

所
に
作
ら
れ
た
。
芭
蕉
に
は
旅
の
名

句
が
多
い
が
、
こ
の
深
川
芭
蕉
庵
で

詠
ま
れ
た
句

も
名
吟
が
多
い
。
人
口

に
膾
炙
し
た
「
古
池
や
蛙
と
び
こ
む

水
の
音
」
「
名
月
や
池
を
め
ぐ
り
て

夜
も
す
が
ら
」
な
ど
が
代
表
句
。

橋
の
完
成
を
喜
ん
だ
芭
蕉
は
、
翌

元
禄
七
年
五
月
に
最
後
の
旅
に
出
立

し
た
。
同
年
九
月
大
阪
で
病
を
得
、

翌
月
永
眠
。
俳
聖
芭
蕉
遂
に
堕
つ
。

江
戸
の
夕
立
の
風
情
が
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
か
、
江
戸
の
古
老
が
大
正

年
間
に
新
聞
記
者
に
語
っ
た
も
の
が

筆
録
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
。

『
…
（
江
戸
の
夕
立
は
）
西
北
か

ら
黒
雲
が
湧
き
出
し
て
、
日
光
筑
波

の
雷
が
ピ
カ
ピ
カ
ゴ
ロ
リ
ゴ
ロ
リ
、

ま
ず
一
陣
の
疾
風
が
江
戸
へ
突
ッ
か

か
っ
て
来
て
、
や
が
て
ポ
ツ
リ
ポ
ツ

リ
と
や
っ
て
来
て
、
た
ち
ま
ち
ザ
ア
ッ

と
盆
を
覆
す
、
馬
の
背
を
分
け
る
豪

雨
。
池
は
あ
ふ
れ
る
、
鯉
は
の
が
れ

て
、
溝
（
ど
ぶ
）
へ
逃
げ
出
す
、
も

の
の
小
一
時
間
、
降
っ
て
降
っ
て
降

り
抜
い
て
、
ソ
レ
蚊
帳
だ
、
ソ
レ
線

香
だ
と
騒
い
だ
揚
句
、
カ
ラ
カ
ラ
ッ

と
、
一
天
が
晴
渡
っ
て
、
嘘
の
よ
う

な
好
天
気
に
な
る
と
い
っ
た
、
あ
の

タ
立
の
豪
快
の
景
。

夕
立
の
後
は
、
虹
が
出
る
、
荷
馬

車
が
半
身
ぬ
れ
て
通
る
、
雪
駄
を
穿

き
直
し
て
出
懸
け
る
、
陽
が
カ

ン
カ

ン
あ
た
っ
て
、
日
ぐ
ら
し
が
鳴
き
出

す
、
何
と
も
い
え
ぬ
夏
の
爽
快
な
、

心
を
キ
レ
イ
サ
ッ
パ
リ
洗
い
あ
げ
て

く
れ
る
と
い
っ
た
も
の
。
樹
々
の
挨

り
も
砂
塵
も
、
ス
ッ
カ
リ
洗
い
流
し

て
、
緑
が
滴
る
ほ
ど
、
大
地
が
翠
色

（
み
ど
り
い
ろ
）
に
な
る
ぐ
ら
い
、

あ
ん
な
い
い
心
持
が
、
夕
立
で
味
え

た
の
で
、
夏
の
夕
立
は
楽
し
か
っ
た

も
の
だ
。

広
重
や
文
晃
あ
た
り
の
絵
に
、
夕

立
の
篠
突
く
雨
を
、
思
い
思
い
の
趣

向
で
、
駈
抜
け
ん
と
し
て
い
る
の
が

よ
く
あ
っ
て
、
興
味
を
催
さ
せ
る
が
、

雷
の
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
頭
の
上

で
あ
た
ま
を
打
砕
か
れ
る
よ
う
な
響

が
し
た
。
男
で
も
荒
胆
（
あ
ら
ぎ
も
）

を
挫
（
ひ
し
）
が
れ
た
も
の
だ
。

タ
立
に
逢
っ
た
人
々
の
狼
狽
（
あ

わ
て
）
さ
加
減
と
い
う
も
の
、
職
人

達
が
一
番
面
白
か
っ
た
。
左
官
、
大

工
、
家
根
屋
（
や
ね
や
）
、
瓦
師
と

い
っ
た
連
中
が
、
自
分
達
も
面
白
半

分
で
逃
げ
出
す
の
が
、
と
て
も
可
笑

し
か
っ
た
。
い
よ
い
よ
夕
立
が
降
り

出
し
た
ら
、
印
絆
纏
（
し
る
し
ば
ん

て
ん
）
、
荒
縄
の
帯
、
駈
出
す
連
中

の
騒
ぎ
、
大
工
は
お
手
の
物
の
即
席

下
駄
を
こ
し
ら
え
る
、
麻
裏
の
草
履

へ
木
切

を
打
付
け
て
駈
出
す
。
左
官

の

土

コ

ネ

は

、

コ

ネ

る

盤

台

み

た

い

な

も

の

を

冠

っ

て

行

く

。

家

根

屋

は

家

根

板

で

う

ま

く

笠

を

こ

し

ら

え
て
か
ぶ
つ
て
来
た
の
が
、

風

で

煽

ら

れ

、

バ

ラ

バ

ラ

に

な

つ

て

し

ま

う

な

ど

、

腹

を

抱

え

ず

に

い

ら

れ

な

か
っ
た
…
』

（
四
一
回

西
岡
恒
憲
）

江
戸
百
景
（
六
）
江

戸

の

夕

立

（上）江戸切絵図＜尾張屋清七版（嘉永
頃-1850頃）＞より新大橋東詰一帯。
（芭蕉没して１５０年後の切絵図である。）

（上）歌川広重「名所江戸百景」より「大
はしあたけの夕立」(安政三年-1856)。

（上）現在の新大橋。江戸時代は、ここ
より２００米ほど下流に架かっていた。



ガ
ー
ナ
高
校
生
の
日
本
研
修
旅
行
が

十
回
を
数
え
た
の
で
、
今
年
は
ガ
ー
ナ

へ
行
こ
う
、
と
い
う
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い

支
援
会
の
呼
び
か
け
の
も
と
、
七
月
二

三
日
～
八
月
三
日
の
お
よ
そ
二
週
間
に

わ
た
り
、
土
佐
高
生
十
名
（
女
子
六
名
）
、

麻
布
高
生
十
一
名
引
率
教
師
等
総
勢
二

九
名
で
日
本
高
校
生
ガ
ー
ナ
研
修
旅
行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
周
辺
国
で
は
エ
ボ

ラ
出
血
熱
が
発
症
し
て
い
ま
し
た
が
、

貴
重
な
体
験
を
積
み
、
全
員
無
事
に
帰

国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
は
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支

援
会
の
方
々
を
始
め
多
く
の
方
々
の
ご

助
力
に
よ
り
実
現
致
し
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
改
め
て
皆
様
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
以
下
に
、
生
徒
の
感
想
を

引
用
し
、
旅
行
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

七
月
二
五
日
訪
問
。
野
口
英
世
博
士

が
実
際
に
使
用
し
て
い
た
研
究
室
と
ガ
ー

ナ
大
学
野
口
記
念
研
究
所
を
見
学
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
遠
い
国
の
縁
遠
い

話
で
あ
っ
た
熱
帯
特
有
の
感
染
症
に
対

す
る
過
去
と
現
在
の
取
り
組
み
に
触
れ
、

感
動
と
驚
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

日
本
に
所
縁
の
あ
る
野
口
英
世
が
生

前
使
っ
て
い
た
研
究
室
な
ど
が
残
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
野

口
英
世
だ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
彼
ら

の
研
究
の
お
か
げ
で
、
現
在
の
私
た
ち

が
安
心
し
て
ガ
ー
ナ
な
ど
の
ア
フ
リ
カ

に
行
け
る
の
で
、
彼
ら
の
功
績
は
本
当

に
大
き
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
野
口
英
世
が
生
前
、
本
当
に
使
っ

て
い
た
顕
微
鏡
が
当
日
は
な
か
っ
た
の

が
少
し
残
念
で
し
た
が
、
機
会
が
あ
れ

ば
、
一
度
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
と
ガ
ー
ナ
双
方
に
と
っ
て
の
偉
人

だ
と
思
う
の
で
、
こ
こ
か
ら
も
っ
と
日

本
と
ガ
ー
ナ
の
関
係
が
深
く
な
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。（

高
二
・
石
田
夢
翔
）

七
月
二
六
日
・
二
七
日
に
訪
問
。
い

ず
れ
も
奴
隷
交
易
に
使
用
さ
れ
、
「
負

の
世
界
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
城
塞
で

す
。
奴
隷
の
監
禁
部
屋
や
懲
罰
房
、

d
o
o
r

o
f

n
o

r
e
t
u
r
n

（
奴
隷
を

艀
に
突
き
落
と
し
た
出
口
）
な
ど
が
今

も
残
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
当
時

の
奴
隷
に
対
す
る
残
忍
な
扱
い
に
衝
撃

を
受
け
、
人
類
の
歴
史
の
一
端
を
覗
い

た
よ
う
で
す
。

エ
ル
ミ
ナ
城
を
見
学
す
る
と
、
奴
隷

貿
易
の
様
子
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
現
地
の
ガ
イ
ド
の
説
明
を

聞
く
と
、
私
が
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

酷
い
当
時
の
状
況
が
見
て
と
れ
、
す
ご

く
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
換
気

も
ろ
く
に
出
来
な
い
よ
う
な
洞
窟
の
よ

う
な
所
で
、
ト
イ
レ
も
垂
れ
流
し
の
ま

ま
食
事
も
ろ
く
に
与
え
ら
れ
ず
に
、
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
た
奴
隷
た
ち
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
人
と
は
思
わ
れ
て
い
な

い
扱
い
に
す
ご
く
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

私
が
こ
の
歴
史
を
知
っ
た
こ
と
で
何
が

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、

こ
の
こ
と
を
人
び
と
が
も
っ
と
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
高
二
・
山
本
茉
莉
子
）

大
統
領
府
や
日
本
大
使
館
訪
問
、
外

務
大
臣
主
催
の
昼
食
会
出
席
、
特
産
品

カ
カ
オ
の
研
究
所
等
の
見
学
、
ま

た
現
地
高
校
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
り
、
セ
ン
ト
ピ
ー
タ
ー
ズ

高
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
の
親
善
試
合

に
（
予
想
外
に
も
）
見
事
二
対
一

で
勝
利
し
ま
し
た
が
前
後
半
二
〇

分
ず
つ
の
試
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

リ
ー
ド
し
た
ま
ま
迎
え
た
ロ
ス
タ

イ
ム
が
二
〇
分
と
ら
れ
る
と
い
う

ガ
ー
ナ
式
の
ア
ウ
ェ
ー
の
洗
礼
も

受
け
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
行
わ
れ
、
生

徒
達
は
ガ
ー
ナ
の
様
々
な
習
慣
、

異
な
る
文
化
に
触
れ
、
自
分
の
現

在
や
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
ガ
ー

ナ
滞
在
レ
ポ
ー
ト
を
以
下
に
引
用
し
ま

す
。

①
半
強
制
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

最
終
日
に
行
っ
た
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
多
大
な
衝
撃
を
受
け
た
。
セ
ン
タ
ー

と
い
う
よ
り
、
市
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

だ
。
敷
地
内
に
入
る
と
す
ぐ
に
声
を
か

け
ら
れ
る
。
気
を
引
こ
う
と
皆
一
生
懸

命
だ
。
ま
ず
ア
フ
リ
カ
ン
な
楽
器
が
欲

し
か
っ
た
か
ら
楽
器
が
あ
る
一
角
に
入
っ

た
。
二
つ
楽
器
を
買
う
こ
と
に
し
て
値

引
き
を
頼
む
。
正
直
な
所
、
日
本
で
値

切
り
は
ほ
と
ん
ど
す
る
こ
と
が
無
い
か

ら
面
倒
く
さ
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

二
〇
セ
デ
ィ
（
一
セ
デ
ィ
＝
約
三
〇
円
）

く
ら
い
下
げ
て
も
ら
い
購
入
。
と
こ
ろ

が
店
を
出
よ
う
と
し
た
ら
手
を
掴
ま
れ

も
っ
と
買
っ
て
と
頼
ま
れ
る
。
そ
の
必

死
さ
は
日
本
で
は
見
る
こ
と
の
な
い
も

の
で
、
国
が
違
う
と
改
め
て
感
じ
た
。

( 12 )
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等
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買
い
物
を
し
、
五
セ
デ
ィ
お
釣
り

を
く
れ
と
頼
む
と
、
五
セ
デ
ィ
の

別
の
商
品
を
勧
め
て
き
た
。
買
う
、

と
い
っ
た
ら
、
二
個
買
っ
て
、
三

個
買
っ
て
と
さ
ら
に
勧
め
て
く
る
。

そ
れ
は
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
よ
う
な
ク
ー
ル
な
感
じ
で
は

な
く
、
少
し
で
も
お
金
を
稼
ぎ
た

い
、
と
い
う
熱
情
が
あ
り
、
日
本

と
の
違
い
を
感
じ
た
。

②
信
号
が
少
な
い
。
速
度
規
制
が

な
い
。
交
通
事
故
が
少
な
い
。

日
本
は
信
号
が
多
く
、
速
度
規

制
も
厳
し
く
、
交
通
事
故
も
多
い
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
へ
行
く
の
に
時
速
一
二
〇

㎞
超
え
を
経
験
し
た
。
そ
の
時
、

長
男
の
キ
ィ
に
速
度
制
限
は
な
い

の
か
？
と
聞
い
た
。
一
応
な
い
ら

し
い
。
信
号
も
都
市
部
に
し
か
な
い
。

た
だ
危
険
な
所
に
は
路
面
に
段
差
が
用

意
さ
れ
、
速
度
を
抑
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
に
無
い
シ
ン
プ

ル
だ
が
面
白
く
意
味
の
あ
る
シ
ス
テ
ム

だ
と
感
じ
た
。
設
備
と
し
て
は
圧
倒
的

に
日
本
の
方
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
る

が
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

キ
ィ
に
な
ぜ
日
本
に
は
速
度
制
限
が
あ

る
か
聞
か
れ
た
。
そ
れ
は
交
通
事
故
を

恐
れ
る
か
ら
だ
と
答
え
た
が
、
全
く
興

味
は
無
さ
そ
う
な
様
子
だ
っ
た
。
事
故

に
対
し
て
あ
ま
り
意
識
し
て
な
い
ら
し

い
。
日
本
人
は
自
分
の
愛
車
に
か
す
り

傷
一
つ
で
大
騒
ぎ
す
る
が
、
ガ
ー
ナ
人

は
自
分
の
車
に
傷
が
少
し
つ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
ま
り
気
に
し
て
い
る
様
子
は
な

い
。
交
通
事
故
自
体
の
定
義
が
変
わ
っ

て
く
る
の
だ
。
私
は
こ
こ
に
人
間
の
考

え
方
の
違
い
、
あ
る
対
象
を
気
に
す
る

レ
ベ
ル
の
違
い
が
生
み
出
す
も
の
の
大

き
さ
を
感
じ
た
。

③
キ
リ
ス
ト
教

宗
教
は
何
か
と
聞
か
れ
神
道
と
答
え

た
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
反
応
も
な
く
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
日
の
晩
ご
は
ん

を
頂
い
た
。
翌
朝
五
時
か
ら

d
e
v
o
t
i
o
n

。
家
族
皆
集
ま
り
聖
書
を

開
い
た
。
最
初
何
か
歌
い
始
め
る
。

内
容
は
神
へ
の
感
謝
を
表
現
す
る
も

の
で
、
歌
が
終
わ
る
と
聖
書
を
読
む
。

初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
を
見
た
。

お
父
さ
ん
の
声
が
大
き
く
て
太
く
て
少

し
怖
か
っ
た
。
終
わ
る
と
立
ち
上
が
っ

て
手
を
つ
な
い
で
歌
を
歌
う
。
終
わ
っ

た
後
、
お
父
さ
ん
に
理
解
し
て
い
る
か

聞
か
れ
、
半
分
ぐ
ら
い
と
答
え
る
と
、

説
明
し
て
と
言
わ
れ
た
。
抽
象
的
で
要

約
が
必
要
な
レ
ベ
ル
の
高
い
質
問
に
戸

惑
っ
て
い
る
と
、
お
父
さ
ん
は
簡
単
に

説
明
し
て
く
れ
た
。
そ
の
夜
、
長
女
が

キ
リ
ス
ト
教
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
く
れ

た
。
宗
教
に
こ
れ
と
い
っ
た
意
識
を
も

つ
こ
と
が
少
な
い
私
に
は
違
和
感
が
あ
っ

た
が
、
英
語
と
宗
教
の
良
い
勉
強
に
な
っ

た
。
翌
朝
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
た
。

そ
の
と
き
頂
い
た
の
は
、
ガ
ー
ナ
の
伝

統
的
な
布
柄
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
と
聖

書
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
を
勉
強
す
べ

き
だ
よ
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
。

I
will

try.

（
高
二
・
北
村
耕
露
）

(

注
：
国
民
の
約
半
数
が
キ
リ
ス
ト
敎
、

一
五
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
、
そ
の
他
伝
統

宗
教
）

最
後
に
、
中
学
二
年
か
ら
原
宿
ス
ー

パ
ー
よ
さ
こ
い
に
参
加
し
、
今

回
の
ガ
ー
ナ
研
修
旅
行
に
参
加

し
た
生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

①
文
化
交
流

中
二
の
時
か
ら
毎
年
ス
ー
パ
ー

よ
さ
こ
い
に
参
加
し
、
四
年
目

と
な
る
。
ガ
ー
ナ
人
と
の
交
流

を
深
め
る
度
に
、
ア
フ
リ
カ
へ

行
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
り
、
つ
い
に
今
夏
、
ガ
ー

ナ
に
飛
び
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。

ガ
ー
ナ
の
地
で
は
、
奴
隷
貿
易

の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
お
互
い

の
国
の
食
習
慣
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
し
た
。
ま
た
、
日
本

で
は
ど
ん
な
顔
立
ち
の
人
が
好

ま
れ
る
の
か
聞
か
れ
た
り
、

「
ガ
ー
ナ
は
快
適
だ
が
、
日
本

は
台
風
が
あ
る
の
で
恐
い
」
と

話
し
か
け
ら
れ
た
り
も
し
た
。
ま
た
、

ガ
ー
ナ
人
は
蝉
に
馴
染
み
が
無
い
よ
う

で
、
ア
フ
リ
カ
に
は
蝉
よ
り
も
恐
ろ
し

い
生
き
物
が
い
る
の
に
、
得
体
の
知
れ

な
い
虫
を
見
て
逃
げ
る
生
徒
も
い
た
。

こ
の
四
年
間
、
ガ
ー
ナ
人
と
共
に
過

ご
し
た
時
間
を
合
計
す
る
と
二
十
二
ヶ

月
程
に
な
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
初
め

は
ガ
ー
ナ
人
に
話
し
か
け
ら
れ
ず
、
会

話
を
し
て
も
拙
い
英
語
を
駆
使
し
て
二

言
三
言
交
わ
す
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
今

で
は
、
話
題
に
つ
い
て
い
く
こ
と
も
で

き
、
ジ
ョ
ー
ク
も
言
い
あ
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
来
年
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
で
き
な
い
が
、
是
非
ま
た
交
流

し
た
い
。
そ
の
時
は
、
ガ
ー
ナ
人
と
よ

り
難
し
い
話
題
を
議
論
す
る
力
を
つ
け

て
お
き
た
い
と
思
う
。

②
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い

本
番
は
昨
年
よ
り
暑
い
中
、
僕
は
最

前
列
で
踊
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
上
手
く

踊
ろ
う
と
指
先
か
ら
足
の
先
ま
で
力
が

入
り
、
全
身
全
力
で
踊
り
疲
労
困
憊
状

態
だ
っ
た
が
、
周
り
の
仲
間
か
ら
の

eye
contact

で
元
気
は
続
行
…

。

ラ
ス
ト
ま
で
踊
り
切
っ
た
時
、
高
校
生

活
最
後
の
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
に
ふ
さ

わ
し
い
集
大
成
を
飾
ら
れ
た
な
と
思
っ

た
。
高
知
の
よ
さ
こ
い
踊
り
を
国
を
超

え
共
有
し
、
一
体
感
を
感
じ
た
こ
と
は
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
っ
た
。

③Last
party

ガ
ー
ナ
人
と
麻
布
の
生
徒
達
と
の
楽

し
い
一
時
。
そ
し
て
別
れ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
。

毎
年
、
ガ
ー
ナ
人
は
個
性
あ
ふ
れ
る
ダ

ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
る
。
僕
達
も
そ

の
リ
ズ
ム
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。
今

年
は
、
妹
も
母
も
パ
ー
テ
ィ
ー
に
来
て
、

母
の
視
線
を
気
に
し
な
が
ら
も
、
ガ
ー

ナ
の
女
子
生
徒
と
踊
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
も
い
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
だ
。

今
ま
で
の
ガ
ー
ナ
交
流
の
経
験
は
、

将
来
を
考
え
る
上
で
の
道
標
に
な
っ
た
。

世
界
は
広
い
。
遠
い
ア
フ
リ
カ
で
助
け

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
こ

で
働
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
自
分
の

姿
を
想
像
し
て
み
た
…
。

最
後
に
、
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
、
そ

し
て
ガ
ー
ナ
訪
問
の
夢
を
実
現
し
て
下

さ
っ
た
支
援
会
の
方
々
、
先
生
方
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
僕
た
ち
の
成
長

を
見
守
っ
て
下
さ
い
。
四
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
高
二
・
古
澤
海
風
）
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こ

こ

数

年

最

多

の

参

加

者

三

四

名

を

得

て

、

今

回

の

ハ

イ

ク

の

会

は

九

月

六

日

と

七

日

に

実

施

し

た

。

初

日

の

隠

山

（

か

く

し

や

ま

）

は

二

つ

の

峰

を

擁

し

て

い

る

の

で

、

熊

笹

の

生

い

茂

る

道

を

ジ

グ

ザ

グ

に

登

り

前

峰

に

至

る

。

そ

こ

か

ら

は

や

や

急

な

最

後

の

登

り

が

入

る

の

だ

が

、

一

時

間

半

く

ら

い

で

頂

上

に

立

て

る
。

こ

の

日

は

霧

が

深

く

、

周

り

が

良

く

見

え

な

い

状

況

で

は

あ

っ

た

が

、

頂

上

で

お

昼

ご

は

ん

を

済

ま

せ

た

こ

ろ

か

ら

霧

が

風

で

飛

ば

さ

れ

、

浅

間

山

を

う

っ

す

ら

と

望

む

こ

と

が

で

き

た
。

岡

野

さ

ん

の

息

子

さ

ん

二

人

（

小

二

と

小

一

の

ひ

で

君

と

あ

き

君

）

も

二

年

ぶ

り

に

参

加

し

、

元

気

な

声

で

先

頭

に

立

っ

て

歩

き

、

老

人

た

ち

を

鼓

舞

し

、

笑

わ

せ

た

。

一

方

散

策

組

は

先

ず

日

本

初

の

彩

色

映

画

「

丘

を

越

え

て

」

の

ロ

ケ

地
、

浅

間

牧

場

へ

。

眺

め

の

良

い

四

阿

で

弁

当

を

広

げ

た

。

目

標

の

天

丸

山

は

意

外

に

遠

く

途

中

で

到

達

を

断

念

、

次

の

小

浅

間

山

へ

向

か

う

。

標

高

差

二

五

〇

ｍ

の

散

策

は

キ

ツ

イ

と

バ

ス

に

居

残

る

「

バ

ス

組

」

の

新

語

が

生

ま

れ

た

。

健

脚

散

策

組

は

頂

上

で

三

六

〇

度

の

パ

ノ

ラ

マ

を

楽

し

ん

だ

。

二

日

目

の

根

子

岳

は

花

の

百

名

山

と

呼

ば

れ

て

い

る

。

初

夏

か

ら

初

秋

に

か

け

て

登

山

路

の

至

る

所

に

色

々

な

高

山

植

物

の

花

々

が

咲

く

。

こ

の

日

の

参

加

者

は

激

減

し

て

、

ひ

で

君

と

あ

き

君

を

含

め

て

、

十

人

と

な

っ

た

。

橋

田

夫

人

、

森

君

、

池

田

君

、

濱

田

夫

婦

、

金

沢

さ

ん

、

岡

野

さ

ん

家

族

、

そ

し

て

馬

田

君

の

友

達

の

吉

川

さ

ん

、

で

あ

る

。

ダ

ケ

カ

ン

バ

の

樹

林

帯

に

入

り

、

前

日

の

雨

で

水

た

ま

り

が

所

々

に

あ

る

道

を

し

ば

ら

く

登

る

と

や

が

て

森

林

限

界

と

な

り

、

展

望

が

一

気

に

開

け

る
。

こ

こ

ま

で

約

一

時

間

四

〇

分

く

ら

い

、

木

々

が

な

く

な

る

と

、

登

山

路

も

岩

が

多

く

な

り

、

歩

き

に

く

く

な

る

。

天

気

も

良

く

な

り

、

日

差

し

を

も

ろ

に

受

け

る

が

、

頂

上

ま

で

の

道

に

は

ウ

メ

バ

チ

ソ

ウ

・

マ

ツ

ム

シ

ソ

ウ

・

リ

ン

ド

ウ

な

ど

が

至

る

所

で

歓

迎

し

て

く

れ

る

。

根

子

岳

に

つ

い

て

か

ら

尾

根

を

降

り

て

四

阿

山

に

向

か

う

予

定

で

あ

っ

た

が

、

前

日

の
雨
が
四
阿
山
へ
の
登
山
路
を
ぐ
じ
ゃ

ぐ

じ

ゃ

に

し

て

い

る

と

の

話

も

あ

っ

て

、

根

子

岳

の

頂

上

で

ゆ

っ

く

り

す

る

こ

と

に

し

た

。

さ

わ

や

か

な

風

に

吹

か

れ

て

、

ゆ

っ

く

り

と

お

昼

ご

飯

を

楽

し

み

、

散

策

組

が

登

っ

て

い

る

は

ず

の

高

峰

高

原

や

反

対

側

の

戸

隠

連

峰

を

眺

め

て

、

「

今

日

は

こ

ん

な

に

晴

れ

て

、

良

か

っ

た

、

来

た

甲

斐

が

あ

っ

た

。

」

と

言

い

合

っ

た

。

そ

の

散

策

組

は

地

蔵

峠

か

ら

先

ず

湯

の

丸

山

へ

。

ス

キ

ー

リ

フ

ト

の

下

の

急

坂

を

、

放

牧

の

牛

の

糞

を

よ

け

な

が

ら

の

ス

タ

ー

ト

で

、

昨

日

よ

り

百

ｍ

高

く

登

る

の

は

し

ん

ど

か

っ

た

が

頂

上

か

ら

の

眺

め

は

絶

景

で

達

成

感

も

ひ

と

し

お

。

後

半

は

池

の

平

湿

原
へ
、
こ
ち
ら
は
ホ
ン
マ
の
散
策
コ
ー

ス
で
湿
原
を
巡
る
木
道
を
竜
胆
、
薊
、

松

虫

草

、

秋

の

麒

麟

草

等

を

愛

で

つ

つ
初
秋
の
澄
ん
だ
空
気
を
満
喫
し
た
。

三

時

半

頃

に

無

事

全

員

集

合

し

帰

途

に

就

く

、

上

信

越

道

の

上

田

菅

平

イ

ン

タ

ー

の

手

前

で

天

然

温

泉

に

つ

か

り

気

分

一

新

、

恒

例

の

車

中

俳

句

＆

川

柳

大

会

で

盛

り

上

が

っ

た

。

両

日

共

に

交

通

渋

滞

は

な

く

天

候

に

も

恵

ま

れ

、

今

回

も

楽

し

い

ハ

イ

ク

の

会

で

あ

っ

た

。
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第
一
八
回

土
佐
ハ
イ
ク
の
会

霧
の
浅
間
隠
山
・
花
を
楽
し
ん
だ
根
子
岳

三
七
回
生
合
作

次回のハイクにご一緒しませんか。
参加希望の方は、ご連絡ください。

橋田正幸（３７回生）

アドレス：hashida.yokohama@nifty.com

登山組１日目：浅間隠山登山１７２６ｍ（３時間）

２日目：根子岳登山２２０６ｍ

散策組１日目：浅間牧場散策

２日目：湯の丸山・池の平湿原トレッキング

行
程
表

俳
句
の
部
・
優
秀
作
品

（
天
）
さ
ざ
波
の
池
塘
で
ゆ
れ
る
羊
雲

中
村
裕
子

（
地
）
山
晴
れ
て
た
ゆ
と
う
紅
や
吾
亦
紅

中
島
宏

（
人
）
リ
ン
ド
ウ
と
ア
ザ
ミ
群
れ
な
し
紫(

し)

を
競
う

岡
田
四
郎

川
柳
の
部
・
優
秀
作
品

（
天
）
タ
コ
・
カ
メ
と
動
物
園
か
よ
土
佐
ハ
イ
ク

橋
田
正
幸

（
地
）
景
色
よ
り
ト
イ
レ
気
に
な
る
バ
ス
ハ
イ
ク

中
島
宏

（
人
）
土
佐
弁
を
忘
れ
ぬ
た
め
の
土
佐
ハ
イ
ク

森
郁
夫

一
日
目

浅
間
山
を
望
む

二
日
目

草
花
の
歓
迎



( 15 )

毎
月
第
三
木
曜
日
の
十
二
時
。
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
ガ
ン
シ
ッ
プ
に
は
筆

山
会
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
。
昭
和
五
十

年
頃
、
総
会
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
チ
で
集

ま
ろ
う
と
発
足
。
ガ
ン
シ
ッ
プ
に
定
着
し

て
二
十
年
に
な
る
。
大
き
な
窓
の
あ
る
角

部
屋
は
ラ
ン
チ
会
に
は
ぴ
っ
た
り
の
明
る

い
部
屋
。
早
め
に
着
い
た
メ
ン
バ
ー
で
、

四
万
十
川
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
説
の
話
題

で
す
で
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
各
自
が
好
き
な
も
の
を
注
文
。
（
ワ

イ
ン
や
ビ
ー
ル
も
。
）

食
事
中
は
、
最
近
の
気

に
な
る
話
題
に
。
こ
の
日

は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム

ス
の
慰
安
婦
問
題
の
記
事

の
内
容
。
泰
緬
（
タ
イ
メ

ン
）
鉄
道
の
歴
史
と
現
在

の
様
子
。
御
嶽
山
噴
火
の

悲
惨
さ
と
噴
火
予
知
研
究

さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
話
。

高
知
県
議
会
が
【
活
動
費

を
十
四
年
度
分
か
ら
全
面

ネ
ッ
ト
公
開
】
を
全
国
初

で
決
定
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

に
、
高
知
県
人
の
革
新
的

気
質
を
誇
ら
し
く
語
っ
た
。

九
月
に
は
中
城
先
輩
の
『
浮
世
絵
に
描

か
れ
た
子
供
達
に
つ
い
て
』
、
十
一
月
は

西
内
先
輩
の
『
ク
ロ
ア

チ
ア
の
城
を
訪
ね
て
』

と
お
話
会
を
企
画
。
資

料
を
持
ち
寄
っ
て
の
話

の
ネ
タ
は
尽
き
な
い
。

ま
た
、
解
説
者
ぞ
ろ
い

で
、
大
変
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
せ
た
。

一
方
、
筆
山
会
森
健

（
二
三
回
生
）
会
長
た

ち
健
脚
組
は
、
第
六
七

回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
。
神

奈
川
県
大
厚
木
カ
ン
ト

リ
ー
本
コ
ー
ス
（
西
南
）
に
て
、
台
風
通

過
後
の
さ
わ
や
か
な
秋
風
の
中
開
催
さ
れ

た
。
二
三
回
生
か
ら
七
六
回
生
と
年
齢
差

五
三
歳
。
土
佐
の
つ
わ
も
の
ど
も
が
、
十

名
三
組
で
ス
タ
ー
ト
。
和
気
藹
々
と
土
佐

弁
も
高
ら
か
に
緑
あ
ふ
れ
る
丹
沢
山
系
を

楽
し
み
ま
し
た
。

優
勝
は
、
地
の
利
を
生
か
し
て
地
主
の

益
弘
さ
ん
、
準
優
勝
は
経
験
に
物
を
言
わ

せ
て
森
会
長
、
三
位
に
は
初
参
加
の
田
中

さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。
運
動
の
後
は
、
反

省
や
ら
近
況
や
ら
が
飛
び
交
う
親
睦
会
を

楽
し
み
秋
の
一
日
は
暮
れ
ま
し
た
。
次
回

は
平
成
二
七
年
五
月
二
一
日
で
す
。

当
会
で
は
、
同
好
の
士
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ａ
／
取
材
日
記

筆
山
会
ラ
ン
チ
・
ゴ
ル
フ

平
日
午
後
の
過
ご
し
方

関東支部に写真同好会誕生
会員募集中！

筆山会新年会や土佐高ハイクの会などで素晴らしいアルバム

をつくってくれた沢村武彰さん（３８回）を中心に、筆山会

森健会長（２３回）を塾長にお招きし、写真同好会がその名

も「土佐高写楽塾」として誕生します。森塾長のもとに現在

スタジオを経営中の写真家弥勒展丈さん（３７回）、濱田継

夫さん（３７回）に橋田恵美子さん（高知学芸高９回）達も

加わりました。豊かな自然のふところで、また古都での撮影

会、個展開催などと夢は広がります。が、まずは高級カメラ

派、スマホ・デジカメ派など流儀にとらわれずみんなで集まっ

て話し合うサロン的な雰囲気で始め、その中で活動内容を相

談して行くつもりです。土佐中・高校同窓生、そのご家族・

友人などどなたも歓迎です。発起人一同皆様の参加連絡をお

待ちしています。

入会金無料・年会費￥１０００

連絡先：橋田正幸（３７回）

携帯電話：０９０－４９４６－２２９５

ＰＣメール：hashida.yokohama@nifty.com
携帯メール：masayuki.yokohama0830@docomo.ne.jp

各
世
代
の
方
々
の
情
報
を
伝
え

た
い
。
執
筆
を
若
手
の
方
へ
も
依
頼

い
よ
う
と
考
え
て
第
五
七
号
の
編
集

を
始
め
ま
し
た
。
今
号
の
七
四
回
生

の
巻
頭
ペ
ー
ジ
は
と
て
も
若
々
し
く
、

人
気
者
女
流
棋
士
と
し
て
の
彼
女
の

活
躍
を
応
援
し
た
く
な
り
ま
す
。
今

後
も
七
〇
回
生
以
降
の
方
の
様
子
を

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

さ
て
、
『
筆
山
』
第
一
号
創
刊
。

阪
神
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
三
連
発
、

そ
し
て
日
本
一
。
【
８
時
だ
よ
全
員

集
合
】
放
送
終
了
。
「
ス
ー
パ
ー
マ

リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
発
売
。
こ
れ
は

い
ず
れ
も
、
一
九
八
五
年
の
出
来
事

で
す
。
来
年
『
筆
山
』
は
三
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。

Ｎ

編

集

後

記

ゴルフ事務局 小松三男

k0matu12@ae.auone-net.jp

ランチ事務局 前田憲一
kmaeda@s4.dion.ne.jp



公文俊平 (28回生)
●「情報社会のソーシャルデザ
イン：情報社会学概論II」
<2014.11 ￥3,672 エヌティティ
出版>

鍋島高明 (30回生)
●「介良のえらいて」
<2014.10 \1,296 五台山書房>

田島征彦 (34回生)
●大型紙しばい前編・後編

「じごくのそうべえ」
<2014.9 ￥18,360 童心社>

西村繁男（40回生）
●「わらってる わらってる」
<2014.6 ￥1,296 クレヨンハウ
ス>

●「ないてる ないてる」
<2014.6 ￥1,296 クレヨンハウ
ス>

黒鉄ヒロシ (41回生)
●「韓中衰栄と武士道」
<2014.9 \1,620 角川書店>

森崎初男 (41回生)
●「経済データの統計学」
<2014.8 ￥2,808 オーム社>

高山宏 (42回生)
●「世界の庭園歴史図鑑」
<2014.9 \16,200 原書房>
●「オルフェウスの声； 詩と
ナチュラル・ヒストリー」
<2014.10 ￥ 6,480 白水社>

西田博 (47回生)
●「矯正職員のための法律講座」
<2014.4 \3,024 東京法令出
版>

宮岡等 (49回生)
●「こころを診る技術」
<2014.7 \2,700 医学書院>
●「心身医療のための認知行動
療法ハンドブック」
<2014.7 \3,564 新興医学出版
社>
●「うつ病医療の危機」
<2014.6 \2,160 日本評論社>
●「精神医学の羅針盤―精神科
の五大陸をめぐる冒険」
<2014.7 ￥2,484 篠原出版新社>

村木厚子 (49回生)
●「自分の『ものさし』で生き
なさい」
<2014.9 \1,512 日経BP社>

阿部知暁 (51回生)
●「木のぼりゴリラ (たくさん
のふしぎ2014年10月号)」
<2014.9 \777 福音館書店>

坂東眞砂子 (51回生)
●「10分間の官能小説集3」
<2014.9 \540 講談社>

門脇護 (60回生)
（ペンネーム 門田隆将）
●「慟哭の海峡」
<2014.10 \1,728 角川書店>
●「『吉田調書』を読み解く」
<2014.11 ￥1,404 PHP研究所>

英保未来 (54回生)
（ペンネーム 大森望）
●「NOVA＋バベル」
<2014.10 \994 河出書房新社>
●「はい、チーズ」
<2014.7 \2,160 河出書房新社>

森岡浩 (55回生)
●「家紋と名字」(別冊宝島 21
90)
<2014.5 ￥896 宝島社>

廣瀬裕子 (60回生)
（ペンネーム 高遠裕子）
●「熱狂、恐慌、崩壊」
<2014.9 \3,888 日本経済新聞
出版社>

( 16 )★出版レーダー★

私
の
一
冊

『
百
年
構
想
の
あ
る
風
景
』

傍
士
銑
太
（
四
九
回
生
）

本
書
か
ら
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
「
地
域
と
の
共
生
」
と

「
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
共
存
・
発
展
」
を
願
う
Ｊ
リ
ー

グ
関
係
者
の
熱
い
、
真
摯
な
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

目
下
充
電
中
の
著
者
が
、
再
び
世
界
を
駆
け
巡
り
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
の
美
質
を
世
界
に
広
め
、
海
外
の
サ
ッ
カ
ー
文
化

と
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
、
い
ま
一
度
日
本
に
紹
介
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
氏
の
愛
す
る
サ
ッ
カ
ー
の

た
め
に
。

四
一
回
生

鶴
和
千
秋

<2014.11 \1,620

ベースボールマガジン社>


